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一
　
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
・
ゴ
ジ
ラ
・
南
方

メ
カ
ゴ
ジ
ラ
と
は
、
一
九
五
四
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
始
ま
る
東

宝
映
画
株
式
会
社
の
製
作
し
た
一
連
の
怪
獣
特
撮
映
画
に
登
場
す

る
﹁
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト
﹂
を
指
す
。
初
登
場
作
品
は
一
九
七
四
年
の

﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄。
こ
の
と
き
の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
異
星
人

の
建
造
し
た
侵
略
兵
器
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
ス

ク
リ
ー
ン
に
登
場
し
た
の
だ
が
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
そ
の
も
の
の
設
定

は
、
異
星
人
の
侵
略
兵
器
、
日
本
政
府
の
開
発
し
た
﹁
対
ゴ
ジ
ラ

兵
器
﹂、
自
衛
隊
の
特
殊
兵
器
と
作
品
ご
と
に
移
っ
て
い
く
。

メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
設
定
は
変
遷
す
る
が
、
そ
の
名
前
が
示
す
よ
う

に
、
金
属
の
メ
カ
と
し
て
構
成
さ
れ
た
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
と
い
う
点
は

共
通
し
て
い
る
。
機
械
仕
掛
け
の
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
で
あ
り
、
ゴ
ジ
ラ

の
模
造
品
と
い
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

は
、
つ
ね
に
ゴ
ジ
ラ
と
敵
対
す
る
位
置
に
置
か
れ
る
。
登
場
し
た

五
作
品
す
べ
て
に
お
い
て
、﹁
人
類
の
敵
﹂
で
あ
っ
た
り
、
人
類
側

の
﹁
対
ゴ
ジ
ラ
兵
器
﹂
で
あ
っ
た
り
と
、
立
場
や
役
割
は
変
わ
れ

ど
も
、
つ
ね
に
ゴ
ジ
ラ
と
戦
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
は
、
ゴ
ジ
ラ
と

ゴ
ジ
ラ
と
の
戦
い
と
い
う
大
衆
文
化
的
欲
望
を
み
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の

大
枠
に
つ
い
て
は
以
上
で
足
り
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

の
よ
う
な
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト
を
怪
獣
に
分
類
す
る
こ
と
に
は
異
論
も

あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
東
宝
ゴ
ジ
ラ
と
の
対
比
と
い
う
意
味
で

怪
獣
と
し
て
扱
っ
て
い
く
。

さ
て
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
、
呼
び
名
に
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
と
つ
い
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
人
気
怪
獣
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

怪
獣
評
論
の
世
界
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ゴ
ジ

ラ
に
つ
い
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
無
数
の
論
評
や
言
説
の
厚
み

メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂

︱
︱
東
宝
特
撮
怪
獣
映
画
作
品
に
お
け
る
怪
獣
の
﹁
南
方
﹂
問
題
︱
︱

山
﨑
　
鎮
親
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に
く
ら
べ
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
に
つ
い
て
は
﹁
ゴ
ジ
ラ
の
敵
﹂
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
は
た
し
て
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
を
読
み
込
む
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
正
面
切
っ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
﹁
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹂
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
る
。
そ
し
て
、

考
察
の
た
め
に
﹁
南
方
﹂
と
い
う
視
点
を
導
入
す
る
。﹁
南
方
﹂
と

は
日
本
列
島
に
対
す
る
地
理
的
な
意
味
で
の
南
方
、
カ
ロ
リ
ン
諸

島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
な
ど
南
太
平
洋
の
海
域
を
と
り
あ
え
ず

は
指
す
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
、
南
方
の
島
々
は
か
つ
て
日
本
の

統
治
下
に
あ
り
、﹁
南
洋
庁
﹂
が
置
か
れ
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。
地

政
学
的
な
﹁
南
洋
﹂、
そ
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
﹁
南
方
﹂
へ
と

ひ
ろ
が
る
。
ま
た
﹁
南
方
﹂
は
大
衆
文
化
の
歴
史
に
お
い
て
、﹁
秘

境
﹂﹁
未
開
﹂﹁
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
﹂﹁
楽
園
﹂
な
ど
と
彩
ら
れ
、﹁
秘

境
小
説
﹂﹁
冒
険
小
説
﹂
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
。

﹁
南
方
﹂
は
ま
た
怪
獣
の
﹁
南
方
﹂
で
も
あ
る
。
一
九
五
四
年
に

誕
生
し
た
怪
獣
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
は
南
太
平
洋
で
の
水
爆
実
験
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
の
だ
と
劇
中
で
推
測
的
に
語
ら
れ
た︵
１
︶。

一
九
六
一
年

の
﹃
モ
ス
ラ
﹄、
一
九
六
四
年
の
﹃
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄
で
は
南
方

カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
架
空
の
島
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
の
守
り
神
が
巨
大

蛾
モ
ス
ラ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
一
年
の
﹃
キ
ン
グ
コ
ン
グ

対
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
い
て
は
キ
ン
グ
コ
ン
グ
は
南
洋
の
フ
ァ
ロ
島
の

魔
神
で
あ
っ
た
。﹃
ゲ
ゾ
ラ
・
ガ
ニ
メ
・
カ
メ
ー
バ
　
決
戦
！
南
海

の
大
怪
獣
﹄
は
南
太
平
洋
セ
ル
ジ
オ
島
、﹃
ゴ
ジ
ラ
・
エ
ビ
ラ
・
モ

ス
ラ
　
南
海
の
大
決
戦
﹄
で
は
レ
ッ
チ
島
、﹃
キ
ン
グ
コ
ン
グ
の
逆

襲
﹄
で
は
南
海
の
モ
ン
ド
島
、﹃
ゴ
ジ
ラ
の
息
子
﹄
で
は
南
海
の
ゾ

ル
ゲ
ル
島
。
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
期
に
製
作
さ
れ
た
数
々
の
特
撮

怪
獣
映
画
に
お
い
て
し
ば
し
ば
南
洋
の
諸
島
は
怪
獣
の
生
ま
れ
た

地
、
あ
る
い
は
怪
獣
の
す
ま
わ
る
地
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ま
た
一

九
九
一
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
﹄
に
お
い
て
ゴ
ジ
ラ
の

原
型
と
な
る
﹁
ゴ
ジ
ラ
ザ
ウ
ル
ス
﹂
が
生
息
し
て
い
た
の
も
南
太

平
洋
に
位
置
す
る
ラ
ゴ
ス
島
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
、
怪
獣
と

﹁
南
方
﹂
と
の
関
わ
り
は
深
い
。

﹁
南
方
﹂
と
怪
獣
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
長
山
靖
夫
、

赤
坂
憲
雄
、
小
野
俊
太
郎
ら
が
指
摘
し
考
察
を
展
開
し
て
き
た

︵
長
山
二
○
○
二
。
赤
坂
二
○
一
四
。
小
野
二
○
○
七
︶。
そ
れ
ら

の
考
察
は
﹁
怪
獣
は
南
方
よ
り
来
た
る
﹂
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
論
考
の
中
心

に
は
と
く
に
ゴ
ジ
ラ
と
モ
ス
ラ
が
置
か
れ
て
き
た
。
ゴ
ジ
ラ
と
モ

ス
ラ
に
お
け
る
﹁
南
方
﹂
と
は
何
か
を
め
ぐ
る
議
論
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
。

で
は
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
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生
物
で
は
な
い
。
そ
れ
は
巨
大
な
人
工
物
で
あ
る
。
生
物
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
が
未
開
の
島
に
人
知
れ
ず
生
息
し
て
い
て
も
お
か
し
く

な
い
。
だ
が
、
人
工
物
の
場
合
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

思
い
起
こ
し
て
よ
い
の
は
、
東
宝
映
画
﹃
海
底
軍
艦
﹄︵
一
九
六
三

年
︶
だ
ろ
う
。
第
二
次
大
戦
に
敗
れ
た
日
本
海
軍
、
そ
の
生
き
残

り
で
あ
る
神
宮
司
大
佐
は
再
起
を
期
し
て
南
方
の
島
に
こ
も
り
海

底
軍
艦
を
建
造
し
来
た
る
べ
き
日
に
向
け
て
備
え
て
い
た
。
で
は
、

メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
海
底
軍
艦
轟
天
号
な
の
だ
ろ
か
。
侵
略
兵
器
と
し

て
誕
生
し
た
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
後
に
﹁
南
方
﹂
か
ら
現
れ
る
ゴ
ジ
ラ

へ
の
対
抗
兵
器
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
変
容
は
、
大
日
本
帝

国
の
再
起
の
た
め
に
作
ら
れ
た
轟
天
号
が
、
か
つ
て
地
上
を
支
配

し
、
い
ま
ま
た
地
上
へ
侵
攻
し
そ
の
帝
国
を
回
復
し
よ
う
と
す
る

南
太
平
洋
の
ム
ー
帝
国
と
戦
っ
た
姿
と
一
瞬
だ
が
交
差
す
る
の
か

も
し
れ
な
い︵
２
︶。

急
い
で
も
う
一
つ
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

と
ゴ
ジ
ラ
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
小
林
晋
一
郎
は
﹃
ゴ
ジ

ラ
Ｖ
Ｓ
ビ
オ
ラ
ン
テ
﹄
の
原
案
を
は
じ
め
と
し
て
、
怪
獣
作
品
を

支
え
て
き
た
ひ
と
り
で
あ
る
の
だ
が
、
彼
の
﹃
形
態
学
的
怪
獣
論
﹄

の
な
か
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
一
九
七
四
年
に
登
場
し
た

﹁
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹂
に
つ
い
て
、
小
林
は
﹁
初
期
の
ゴ
ジ
ラ
自
身
﹂
を

読
み
込
ん
で
い
る
。﹁
恐
ろ
し
さ
、
強
さ
、
し
ぶ
と
さ
、
不
気
味

さ
、
そ
し
て
人
類
に
与
え
る
脅
威
の
大
き
さ
。
そ
れ
ら
は
い
つ
し

か
ゴ
ジ
ラ
が
失
っ
て
い
っ
た
、
大
怪
獣
と
し
て
不
可
欠
の
属
性
そ

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
﹂
と
︵
小
林
晋
一
郎
一
九
九
三
：
一
五

五
頁
︶。
小
林
が
一
九
七
四
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
見

い
だ
し
た
の
は
、
ゴ
ジ
ラ
生
誕
二
○
年
に
原
点
回
帰
し
た
﹁
ゴ
ジ

ラ
﹂
の
姿
だ
っ
た
。

な
ぜ
小
林
は
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
に
初
期
ゴ
ジ
ラ
を
重
ね
た
の
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
少
々
説
明
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ゴ
ジ
ラ
は

一
九
五
四
年
の
初
登
場
以
来
、
一
九
五
五
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
の
逆

襲
﹄、
一
九
六
二
年
公
開
の
﹃
キ
ン
グ
コ
ン
グ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄、
一
九

六
四
年
四
月
公
開
の
﹃
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄
ま
で
一
貫
し
て
人
類

に
と
っ
て
の
脅
威
と
い
う
役
回
り
に
あ
っ
た
。
と
く
に
最
初
の
二

作
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄﹃
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

﹁
ゴ
ジ
ラ
映
画
﹂
は
怪
獣
同
士
の
対
決
も
の
へ
と
推
移
し
て
い
く
の

だ
が
、
一
九
六
四
年
一
二
月
公
開
の
﹃
三
大
怪
獣
　
地
球
最
大
の

決
戦
﹄
に
お
い
て
、
金
星
を
滅
ぼ
し
飛
来
し
た
宇
宙
怪
獣
キ
ン
グ

ギ
ド
ラ
と
対
決
し
て
以
降
、
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
が
絶
対
的
な
悪
、
根

源
的
な
悪
、
破
壊
の
神
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
対
抗
す
る
ゴ
ジ
ラ
は

次
第
に
人
類
の
味
方
、
地
球
の
守
り
神
と
な
っ
て
い
く
。
キ
ン
グ

ギ
ド
ラ
と
い
う
絶
対
悪
の
対
極
に
あ
る
絶
対
善
と
し
て
の
ゴ
ジ
ラ

と
な
っ
て
い
っ
た
。
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一
九
六
六
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
･エ
ビ
ラ
・
モ
ス
ラ
　
南
海
の
大
決

闘
﹄、
一
九
六
七
年
の
﹃
怪
獣
島
の
決
戦
　
ゴ
ジ
ラ
の
息
子
﹄、
一

九
六
八
年
の
﹃
怪
獣
総
進
撃
﹄、
一
九
六
九
年
の
﹃
オ
ー
ル
怪
獣
大

進
撃
﹄
と
ゴ
ジ
ラ
の
善
化
は
進
み
、
一
九
七
一
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
対

ヘ
ド
ラ
﹄
で
は
、
人
間
の
産
み
出
し
た
公
害
の
象
徴
で
あ
る
ヘ
ド

ラ
と
戦
う
た
め
に
、
ま
る
で
人
間
の
罪
を
か
わ
っ
て
償
う
か
の
よ

う
に
ゴ
ジ
ラ
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
、
死
闘
の
末
ヘ
ド
ラ
を

退
治
し
去
っ
て
行
く
。

ゴ
ジ
ラ
の
変
質
に
は
怪
獣
の
人
気
の
た
か
ま
り
も
作
用
し
て
い

た
。
一
九
六
六
年
の
一
月
放
映
開
始
の
﹃
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
﹄、﹃
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
﹄
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
﹁
第
一
次
怪
獣
ブ
ー
ム
﹂
は

﹁
怪
獣
フ
ァ
ン
﹂
の
時
代
の
誕
生
を
告
げ
た
。
怪
獣
は
人
類
の
脅
威

か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
へ
と
変
質
し
て
い
く
。﹁
第
一
次
怪
獣
ブ
ー

ム
﹂
そ
し
て
一
九
七
○
年
代
の
﹁
第
二
次
怪
獣
ブ
ー
ム
﹂
を
受
け

て
製
作
さ
れ
た
一
九
七
二
年
作
品
﹃
地
球
攻
撃
命
令
ゴ
ジ
ラ
対
ガ

イ
ガ
ン
﹄、
一
九
七
三
年
公
開
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
ガ
ロ
﹄
に
お
い
て

ゴ
ジ
ラ
は
地
球
の
平
和
を
乱
す
悪
者
と
怪
獣
に
対
抗
す
る
人
類
の

守
り
神
、
人
類
の
危
機
を
聞
き
つ
け
﹁
怪
獣
島
﹂
か
ら
や
っ
て
く

る
正
義
の
使
者
、
あ
た
か
も
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
。一

九
七
四
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
は
こ
う
し
た
流
れ

の
上
に
登
場
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
劇
中
で
最
初
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
の

姿
で
現
れ
る
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
街
を
破
壊
す
る
。

異
星
人
の
侵
略
兵
器
で
は
あ
れ
、﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
と
し
て
街
を
破
壊
す

る
そ
の
姿
は
、
あ
た
か
も
一
九
五
四
年
の
ゴ
ジ
ラ
の
再
来
で
あ
る

か
の
よ
う
に
み
え
る
。
小
林
晋
一
郎
が
な
ぜ
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
に
初
期

ゴ
ジ
ラ
を
重
ね
た
の
か
、
そ
の
答
え
は
、
い
つ
し
か
﹁
堕
落
﹂
し

て
い
っ
た
絶
対
悪
と
し
て
の
、
人
類
の
恐
怖
の
対
象
、
脅
威
で
あ

る
と
こ
ろ
の
ゴ
ジ
ラ
が
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
擬
態
し
た
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
に

見
い
だ
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
が
初
期
ゴ

ジ
ラ
の
衣
鉢
を
受
け
継
ぐ
の
で
あ
れ
ば
、
ゴ
ジ
ラ
に
ま
つ
わ
る

﹁
南
方
﹂
性
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
論
文
で
は
、
小
林
晋
一
郎
が
見
い
だ
し
た
よ
う
な
、
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
に
お
け
る
ゴ
ジ
ラ
性
に
つ
い
て
、
と
く
に
﹁
南
方
﹂
と
い
う

要
素
を
中
心
に
し
て
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
表
象
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
が
目
的
と
な
る
。
対
象
と
な
る
作
品
は
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
が
登

場
す
る
五
つ
の
作
品
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
関
連
す
る
他
の
作

品
も
検
討
の
俎
上
に
乗
せ
て
い
く
。

二
　
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
関
連
作
品
の
概
要

こ
こ
で
、
本
論
の
考
察
の
対
象
と
な
る
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
登
場
す
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る
東
宝
映
画
作
品
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
こ
の
作

品
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
野
村
宏
平
編
﹃
ゴ
ジ
ラ
大
辞
典
︵
新
装

版
︶﹄︵
二
○
一
四
年
、
笠
倉
出
版
社
︶
を
参
照
し
て
い
る
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄︵
一
九
七
四
年
公
開
作
品
︶

製
作
：
田
中
友
幸
、
監
督
：
福
田
純
、
原
作
：
関
沢
新
一
・

福
島
正
実
、
脚
本
：
山
浦
弘
靖
・
福
田
純
、
音
楽
：
佐
藤
勝
、

特
技
監
督
：
中
野
昭
慶
。

﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄︵
一
九
七
五
年
公
開
作
品
︶

製
作
：
田
中
友
幸
、
監
督
：
本
多
猪
四
郎
、
脚
本
：
高
山
由

紀
子
、
音
楽
：
伊
福
部
昭
、
特
技
監
督
：
中
野
昭
慶
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄︵
一
九
九
三
年
公
開
作
品
︶

製
作
：
田
中
友
幸
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
富
山
省
吾
、
監

督
：
大
河
原
孝
夫
、
脚
本
：
三
村
渉
、
音
楽
監
督
：
伊
福
部

昭
、
特
技
監
督
：
川
北
紘
一
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄︵
二
○
○
二
年
公
開
作
品
︶

製
作
：
富
山
省
吾
、
監
督
：
手
塚
昌
明
、
脚
本
：
三
村
渉
、

音
楽
：
大
島
ミ
チ
ル
、
特
殊
技
術
：
菊
池
雄
一
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
　
東
京
Ｓ
Ｏ
Ｓ
﹄︵
二
○
○

三
年
公
開
作
品
︶

製
作
：
富
山
省
吾
、
監
督
：
手
塚
昌
明
、
脚
本
：
横
谷
昌
宏
、

音
楽
：
大
島
ミ
チ
ル
、
特
殊
技
術
：
浅
田
英
一
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
補
足
的
な
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

一
九
七
四
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
は
、
東
宝
の
﹃
ゴ

ジ
ラ
﹄︵
一
九
五
四
年
公
開
︶
か
ら
数
え
て
二
○
周
年
を
記
念
し
て

製
作
さ
れ
た
。
一
九
七
五
年
に
開
催
さ
れ
た
沖
縄
海
洋
博
の
関
係

も
あ
っ
て
、
沖
縄
が
主
要
な
舞
台
と
な
り
、
そ
こ
に
琉
球
の
伝
説

を
絡
め
た
ア
ク
シ
ョ
ン
活
劇
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
年
の
﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
は
、
一
九
五
四
年

﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
で
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た
本
多
猪
四
郎
監
督
が
、
一
九
六

九
年
の
東
宝
作
品
﹃
ゴ
ジ
ラ
･ミ
ニ
ラ
・
ガ
バ
ラ
　
オ
ー
ル
怪
獣
大

進
撃
﹄
以
来
久
々
に
担
当
し
た
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
作
品
で
あ
り
、
音
楽

に
伊
福
部
昭
︵
一
九
五
四
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
の
音
楽
﹂
を
配
し
、
さ

ら
に
物
語
の
中
心
人
物
で
あ
る
、
人
類
へ
の
復
讐
に
燃
え
る
科
学

者
真
船
真
三
博
士
に
一
九
五
四
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
で
芹
沢
大
介
博
士

を
演
じ
た
平
田
昭
彦
を
配
す
な
ど
の
点
に
大
き
な
特
徴
が
み
ら
れ

る
作
品
で
あ
る
。
脚
本
の
高
山
由
紀
子
は
こ
れ
が
脚
本
家
と
し
て

の
実
質
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
っ
て
い
る
。
前
作
﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
﹄
に
お
い
て
は
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
を
操
る
宇
宙
人
︵
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
第
三
惑
星
人
︶
と
戦
う
科
学
者
を
演
じ
た
平
田
昭
彦
が
、

今
度
は
そ
れ
と
は
正
反
対
の
、
科
学
の
力
で
﹁
恐
龍
﹂︵
自
然
︶
を
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コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
、
そ
の
た
め
学
会
か
ら
追
放
さ
れ
、

ひ
い
て
は
宇
宙
人
︵
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
第
三
惑
星
人
︶
と
手
を
結

び
、
さ
ら
に
自
分
の
娘
で
あ
る
サ
イ
ボ
ー
グ
化
さ
れ
た
真
船
桂

︵
藍
と
も
子
︶
を
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
装
置
に
し
て
し
ま

う
と
い
う
、
前
作
の
明
る
さ
に
比
し
て
シ
リ
ア
ス
な
内
容
を
も
っ

た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
は
一
九

五
五
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
で
登
場
し
た
二
代
目
ゴ
ジ
ラ
の
歴

史
の
最
終
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
時
代
を
迎
え
、
徐
々
に

子
ど
も
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
り
、
低
予
算
化
も
進
ん
だ
ゴ
ジ
ラ

映
画
は
﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
で
い
っ
た
ん
終
わ
る
。
そ
の
意

味
で
、
本
多
猪
四
郎
監
督
に
始
ま
っ
た
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
は
同
じ
く
本

多
猪
四
郎
監
督
に
よ
る
、
さ
ら
に
初
代
ゴ
ジ
ラ
を
葬
っ
た
芹
沢
博

士
を
演
じ
た
平
田
昭
彦
が
登
場
し
、
音
楽
も
伊
福
部
昭
が
担
当
し

た
﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
に
お
い
て
終
了
し
た
こ
と
は
ゴ
ジ
ラ

物
語
の
一
つ
の
完
結
を
象
徴
的
に
も
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。一

九
九
三
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
は
、
一
九
八
九

年
の
東
宝
作
品
﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
ビ
オ
ラ
ン
テ
﹄
以
降
始
ま
る
、﹁
Ｖ

Ｓ
シ
リ
ー
ズ
﹂
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
﹁
ゴ
ジ
ラ
映
画
﹂
の
四
番
目

に
製
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
先
の

二
作
で
の
役
回
り
か
ら
う
っ
て
か
わ
り
、
人
類
の
﹁
対
ゴ
ジ
ラ
兵

器
﹂
と
し
て
開
発
さ
れ
、
千
葉
県
幕
張
に
お
い
て
ゴ
ジ
ラ
と
死
闘

を
演
じ
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
人
が
搭
乗
し
て

操
縦
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る︵
３
︶。

二
○
○
二
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
は
、
一
九
九
五
年

の
東
宝
作
品
﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
デ
ス
ト
ロ
イ
ア
﹄
で
い
っ
た
ん
終
焉

を
迎
え
た
﹁
Ｖ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
﹂
の
の
ち
数
年
の
空
白
を
経
て
一
九

九
九
年
公
開
作
品
﹃
ゴ
ジ
ラ
二
○
○
○
︱
ミ
レ
ニ
ア
ム
︱
﹄︵
製

作
：
富
山
省
吾
、
監
督
：
大
河
原
孝
夫
、
脚
本
：
柏
原
寛
司
・
三

村
渉
︶
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
シ
リ
ー
ズ
の
四
作
目

で
あ
る︵
４
︶。

﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
け
る
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
に
は
そ
れ
ま

で
の
ゴ
ジ
ラ
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
一
九
九
三
年
作

品
と
同
様
に
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
﹁
対
ゴ
ジ
ラ
兵
器
﹂
と
し
て
開
発

さ
れ
た
機
体
で
あ
る
の
だ
が
、
特
徴
の
一
つ
目
と
し
て
こ
の
作
品

に
お
け
る
﹁
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹂
の
呼
称
は
﹁
３
式
機
龍
﹂︵
正
式
名

称
：
３
式
多
目
的
戦
闘
シ
ス
テ
ム
︶
で
あ
り
、﹁
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹂
の

な
ま
え
は
作
品
の
な
か
で
は
一
度
、
し
か
も
子
ど
も
た
ち
の
会
話

の
中
で
し
か
登
場
し
な
い
。﹁
３
式
機
龍
﹂
の
開
発
者
の
ひ
と
り
で

あ
る
人
工
生
物
学
者
湯
原
徳
光
の
一
人
娘
で
あ
る
湯
原
沙
羅
が
い

う
﹁
メ
カ
で
作
っ
た
ゴ
ジ
ラ
だ
か
ら
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
っ
て
ど
う
か

な
﹂
の
一
言
が
そ
れ
だ
。
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
、
形
象
は
ま
さ
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に
メ
カ
･ゴ
ジ
ラ
で
あ
り
な
が
ら
も
、﹁
３
式
機
龍
﹂
と
い
う
特
殊

兵
器
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
つ
目
の
特
徴
は

極
め
て
大
き
な
も
の
で
、
こ
の
作
品
で
の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
︵
機
龍
︶

は
、
そ
れ
が
一
九
五
四
年
ゴ
ジ
ラ
の
骨
格
を
ベ
ー
ス
に
建
造
さ
れ

た
生
体
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
﹄
の
世
界
観
は
、
一
九
五
四
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
を
直
接
の
前

史
と
し
て
い
る
。
一
九
五
四
年
の
東
京
襲
来
時
に
お
い
て
、
オ
キ

ジ
ェ
ン
・
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
ゴ
ジ
ラ
の
骨

を
千
葉
県
房
総
沖
で
発
見
し
た
日
本
政
府
が
、
そ
の
骨
格
を
ベ
ー

ス
に
開
発
し
た
の
が
﹁
機
龍
﹂
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、﹁
３
式

機
龍
﹂
と
は
メ
カ
化
さ
れ
て
よ
み
が
え
っ
た
初
代
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
と

よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
劇
中
で
、
中
尾
彬
演
じ
る
科
学
技
術
庁
長

官
が
﹁
ゴ
ジ
ラ
を
制
す
る
の
は
ゴ
ジ
ラ
﹂
と
い
う
の
は
ま
さ
に
メ

カ
ゴ
ジ
ラ
︵
機
龍
︶
が
も
う
一
体
の
ゴ
ジ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
い
て
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
︵
機
龍
︶

は
二
度
ゴ
ジ
ラ
と
対
決
す
る
。
機
龍
の
骨
格
を
な
す
初
代
ゴ
ジ
ラ

の
骨
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
出
現
す
る
ゴ
ジ
ラ
。
機
龍
は
出

動
し
い
っ
た
ん
は
ゴ
ジ
ラ
を
圧
倒
す
る
の
だ
が
、
ゴ
ジ
ラ
の
叫
び

に
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
︵
機
龍
︶
内
部
に
搭
載
さ
れ
た
ゴ
ジ
ラ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
反
応
し
、
自
衛
隊
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
離
れ
暴
走
し
横
浜
市
金

沢
区
を
破
壊
す
る
。
そ
の
姿
は
、
劇
中
で
湯
浅
博
士
が
つ
ぶ
や
く

よ
う
に
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
暴
走
後
停
止
し
た
メ

カ
ゴ
ジ
ラ
︵
機
龍
︶
は
改
修
さ
れ
、
再
び
出
現
し
た
ゴ
ジ
ラ
と
今

度
は
東
京
品
川
で
対
決
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
ゴ
ジ
ラ
を
抱
き

か
か
え
太
平
洋
の
海
に
ゴ
ジ
ラ
と
と
も
に
飛
び
、
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ

ゴ
ジ
ラ
︵
機
龍
︶
の
対
決
は
痛
み
分
け
に
終
わ
る
。
ゴ
ジ
ラ
は
海

へ
と
去
っ
て
行
く
。

二
○
○
三
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
　
東
京
Ｓ
Ｏ

Ｓ
﹄
は
続
編
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
一
九
六
一
年
東
宝
作
品
﹃
モ
ス

ラ
﹄︵
製
作
：
田
中
友
幸
、
監
督
：
本
多
猪
四
郎
、
原
作
：
中
村
真

一
郎
・
福
永
武
彦
：
堀
田
善
衛
、
脚
本
：
関
沢
新
一
、
特
技
監

督
：
円
谷
英
二
︶
の
続
編
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
は
、
改
修
さ
れ
た
﹁
機
龍
﹂
で
あ
り
、
三
度
ゴ
ジ
ラ
と
対
決

す
る
。
だ
が
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
世
界
観
は
﹃
モ
ス
ラ
﹄
に
多

く
を
負
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
ゴ
ジ
ラ
と
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
︵
機
龍
︶
と

の
対
決
は
、﹃
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄
を
な
ぞ
る
よ
う
に
進
む
。
そ
し

て
、
最
後
に
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
と
し
て
自
我
を
取
り
戻
し
た
メ
カ
ゴ
ジ

ラ
︵
機
龍
︶
が
自
衛
隊
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
離
れ
、
ゴ
ジ
ラ
と
と

も
に
日
本
海
溝
に
沈
ん
で
い
く
こ
と
で
物
語
が
終
わ
る
。
な
お
、

脚
本
の
横
谷
昌
宏
は
二
○
○
一
年
東
宝
作
品
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス

ラ
×
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
　
大
怪
獣
総
攻
撃
﹄︵
監
督
：
金
子
修
介
︶
に
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お
い
て
金
子
と
共
同
で
脚
本
を
執
筆
し
た
人
物
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
東
宝
人
脈
で
は
な
く
、
金
子
修
介
が
監
督
し
た
い
わ
ゆ
る
﹁
平

成
ガ
メ
ラ
三
部
作
﹂
系
統
の
人
物
で
あ
る
。

三
　
ゴ
ジ
ラ
と
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

︵
一
︶
ゴ
ジ
ラ
と
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
反
転
し
た
関
係
性

小
林
晋
一
郎
の
考
察
に
立
ち
戻
っ
て
み
よ
う
。
小
林
は
、﹁
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
第
三
惑
星
人
達
は
、
単
に
ゴ
ジ
ラ
の
形
態
や
武
器

を
再
現
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ゴ
ジ
ラ
が
喪
失
し
た
﹁
怪
獣
﹂
の

持
つ
べ
き
本
質
的
な
意
味
そ
の
も
の
も
同
時
に
復
活
さ
せ
て
み
た

の
で
あ
る
﹂︵
小
林
晋
一
郎
一
九
九
三
：
一
五
五
頁
︶
と
述
べ
る
。

あ
ら
た
め
て
確
認
す
れ
ば
、
一
九
七
四
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ

ゴ
ジ
ラ
﹄
に
始
ま
る
﹁
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
関
連
作
品
﹂
に
お
い
て
、
メ

カ
ゴ
ジ
ラ
の
設
定
や
由
来
、
役
回
り
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宇
宙
人
の
侵
略
兵
器
か
ら
人
類
側
の

﹁
対
ゴ
ジ
ラ
兵
器
﹂
ま
で
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
が
ま
さ

に
メ
カ
で
あ
る
以
上
そ
こ
に
は
高
度
な
科
学
技
術
が
認
め
ら
れ
、

ゴ
ジ
ラ
と
い
う
巨
大
生
物
を
自
然
の
象
徴
と
位
置
づ
け
れ
ば
、
メ

カ
ゴ
ジ
ラ
と
は
科
学
技
術
の
象
徴
、
自
然
を
征
服
し
よ
う
と
す
る

人
類
の
傲
慢
な
態
度
の
象
徴
と
と
り
あ
え
ず
は
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
戦
い
の
位
相
は
変
わ
れ
ど
も
、
自
然
対
文
明
、
生
物

対
機
械
と
い
う
ゴ
ジ
ラ
と
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
対
立
軸
は
変
わ
ら
な
い
。

だ
が
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
そ
れ
だ
け
に
は
と
ど
ま

ら
な
い
。
小
林
晋
一
郎
の
論
考
は
教
え
て
く
れ
る
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

と
は
も
う
一
匹
の
ゴ
ジ
ラ
で
あ
り
、﹁
本
当
の
ゴ
ジ
ラ
﹂
で
あ
り
、

ゴ
ジ
ラ
自
身
に
向
け
ら
れ
た
﹁
ア
イ
ロ
ニ
ィ
﹂
な
の
で
あ
る
︵
小

林
晋
一
郎
一
九
九
三
：
一
五
五
頁
︶。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
五
四
年

に
誕
生
し
た
ゴ
ジ
ラ
が
、
二
○
年
後
に
も
う
一
体
の
反
転
し
た
ゴ

ジ
ラ
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
反
転
し
た
ゴ
ジ
ラ
す
な

わ
ち
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
、
ゴ
ジ
ラ
の
ゴ
ジ
ラ
性
を
回
復
さ
せ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
回
復
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ゴ
ジ
ラ
性
は
極

端
化
す
る
。
反
転
し
た
ゴ
ジ
ラ
は
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
と
い
う
血
の
通
わ

な
い
、
い
い
か
え
れ
ば
生
物
学
的
な
死
が
決
し
て
訪
れ
る
こ
と
の

な
い
﹁﹁
死
﹂
の
怪
物
﹂
と
し
て
甦
る
。﹁
ギ
ド
ラ
は
頂
点
に
立
つ

悪
役
に
違
い
な
い
が
、
や
は
り
生
物
で
あ
る
が
ゆ
え
の
弱
み
も
さ

ら
け
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
違
う
。

首
を
吹
っ
飛
ば
さ
れ
よ
う
が
、
ど
こ
を
破
壊
さ
れ
よ
う
が
、
と
に

か
く
動
か
な
く
な
る
ま
で
暴
れ
続
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
不
気
味

な
ま
で
の
ふ
て
ぶ
て
し
さ
、
冷
た
さ
、
恐
ろ
し
さ
。
攻
撃
さ
れ
て

も
、
損
傷
し
て
も
少
し
も
ひ
る
ま
ず
、
お
の
れ
の
身
を
か
ば
お
う

と
も
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
前
進
し
、
破
壊
し
続
け
る
の
は
、
と
り
も
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な
お
さ
ず
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
が
初
め
か
ら
生
命
を
持
た
な
い
︱
︱
言
わ

ば
﹁
死
﹂
の
怪
物
で
あ
る
か
ら
だ
﹂︵
小
林
晋
一
郎
一
九
九
三
：
一

五
四
頁
︶。

後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ま
る
で
、
二
○
○
一
年
の

金
子
修
介
監
督
作
品
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
　
大

怪
獣
総
攻
撃
﹄
に
お
け
る
、
い
く
ら
攻
撃
を
受
け
て
も
死
ぬ
こ
と

の
な
い
﹁
怨
霊
ゴ
ジ
ラ
﹂
の
登
場
を
予
見
し
た
よ
う
な
小
林
の
論

述
は
、
ゴ
ジ
ラ
と
い
う
存
在
の
根
源
的
な
脅
威
を
指
し
示
し
て
い

る
。︵

二
︶
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂、
そ
し
て
﹁
英
霊
﹂﹁
怨
霊
﹂

つ
ぎ
に
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。﹁
南

方
﹂
は
実
体
で
は
な
く
﹁
抽
象
性
を
具
え
て
い
る
﹂︵
田
畑
雅
英

二
○
○
九
：
二
二
頁
︶
と
い
わ
れ
る
。﹁
南
方
﹂
は
物
理
的
地
理
的

な
実
体
を
示
す
の
で
は
な
く
、
た
と
え
作
品
の
中
で
南
方
の
あ
る

島
や
海
域
が
特
定
さ
れ
固
有
名
詞
が
付
与
さ
れ
語
ら
れ
た
と
し
て

も
、
や
は
り
そ
れ
は
抽
象
的
観
念
レ
ベ
ル
の
﹁
南
方
﹂
を
指
す
。

抽
象
性
は
、
多
様
な
具
象
を
産
出
す
る
。
そ
し
て
怪
獣
と
は
そ
の

産
出
さ
れ
た
具
象
に
他
な
ら
な
い
。
と
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で

は
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
し
か
し
、﹁
南
方
﹂
が
文
化
的
に
、
あ
る
い
は
政
治
的

に
、
あ
る
い
は
社
会
的
に
産
出
さ
れ
る
観
念
な
の
だ
と
す
れ
ば
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
観
念
の
産
出
に
作
用
す
る
現
実
の
場
が
あ

る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
砕
い
て
い
え
ば
、
産
出
に
か
か
わ
る
も

の
た
ち
の
体
験
や
理
想
が
作
用
す
る
は
ず
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂
性
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
ふ
た
つ

の
系
統
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
め
は
、﹁
南
方
﹂
に
つ

い
て
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
視
線
や
楽
園
を
求
め
る
視
線
を
指
す
。
こ

れ
は
発
見
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
発
見
さ
れ
た
﹁
南
方
﹂
と
よ
ぶ
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
﹁
南
方
﹂
イ
メ
ー
ジ
は
、
戦
前
の
秘
境
小
説
や
冒
険
小
説

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
映
画
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄

の
原
作
を
東
宝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
田
中
友
幸
か
ら
依
頼
さ
れ
た
の

は
探
偵
小
説
で
有
名
な
作
家
の
香
山
滋
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
香

山
滋
の
系
譜
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
そ
こ
に
は
小
栗
蟲
太
郎
が
い
た
。

だ
が
、﹁
南
方
﹂
イ
メ
ー
ジ
は
も
う
少
し
複
雑
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
田
畑
雅
英
は
東
宝
映
画
﹃
大
盗
賊
﹄︵
谷
口
千
吉
監

督
、
木
村
武
・
関
沢
新
一
共
同
脚
本
、
一
九
六
三
︶
と
﹃
マ
タ
ン

ゴ
﹄︵
本
多
猪
四
郎
監
督
、
星
新
一
・
福
島
正
美
原
案
、
木
村
武
脚

本
、
一
九
六
三
︶
と
い
う
同
時
期
に
公
開
さ
れ
た
作
品
を
素
材
に

﹁
南
方
﹂
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
、﹃
大
盗
賊
﹄
が

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
﹁
南
方
﹂
を
描
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、﹃
マ
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タ
ン
ゴ
﹄
の
﹁
南
方
﹂
は
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
描
い
て
い
る
と
す
る

︵
田
畑
二
〇
〇
九
︶。
田
畑
の
論
考
か
ら
は
、﹁
南
方
﹂
が
こ
う
し
た

錯
綜
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
戦
前
の
南
進
論
と

太
平
洋
戦
争
時
の
従
軍
体
験
と
が
ひ
と
り
一
人
の
作
家
や
作
り
手

の
な
か
に
錯
綜
し
た
か
た
ち
で
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
問
い
を
開
い
て
く
れ
る
。

つ
ぎ
に
二
番
目
の
﹁
南
方
﹂
は
怨
霊
で
あ
る
。
数
々
の
怪
獣
映

画
に
お
い
て
、
日
本
に
現
れ
た
怪
獣
は
東
京
を
破
壊
し
て
き
た
。

で
は
、
な
ぜ
怪
獣
は
、
ゴ
ジ
ラ
は
﹁
南
方
﹂
か
ら
現
れ
、
東
京
に

襲
来
す
る
の
か
。
日
本
の
首
都
で
あ
る
東
京
に
襲
来
し
、
街
を
徹

底
的
に
破
壊
し
な
が
ら
も
、
皇
居
に
は
背
を
向
け
る
ゴ
ジ
ラ
の
姿

に
、
赤
坂
憲
雄
は
﹁
太
平
洋
に
眠
る
英
霊
﹂
を
み
る
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
と
い
う
映
画
の
基
層
に
は
、
お
そ
ら
く
無
意
識
の
構

図
と
し
て
、
あ
の
太
平
洋
戦
争
末
期
に
南
の
海
に
散
っ
て
い
っ

た
若
き
兵
士
た
ち
の
、
行
き
場
も
な
く
彷
徨
す
る
数
も
知
れ
ぬ

霊
魂
の
群
れ
と
、
か
つ
て
彼
ら
を
南
の
戦
場
に
送
り
だ
し
、
い

ま
死
せ
る
者
ら
の
魂
鎮
め
の
霊
力
す
ら
う
し
な
っ
て
人
間
に

返
っ
た
、
こ
の
国
の
最
高
祭
祀
者
と
が
、
声
も
な
く
、
遠
く
対

峙
し
あ
う
光
景
が
沈
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
。︵
赤
坂
憲
雄
二
○

一
四
：
三
八
頁
︶

﹁
太
平
洋
に
眠
る
英
霊
﹂
は
、
し
か
し
な
が
ら
ゴ
ジ
ラ
と
な
っ
て

日
本
に
戻
っ
て
き
て
も
そ
の
魂
は
鎮
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
魂

の
鎮
め
ら
れ
な
い
英
霊
は
怨
霊
と
化
す
。

二
○
○
一
年
の
金
子
修
介
監
督
作
品
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
キ

ン
グ
ギ
ド
ラ
大
怪
獣
総
攻
撃
﹄
は
こ
れ
ま
で
﹁
ゴ
ジ
ラ
言
説
﹂
の

な
か
で
み
ら
れ
た
﹁
英
霊
と
し
て
の
ゴ
ジ
ラ
﹂﹁
怨
霊
と
し
て
の
ゴ

ジ
ラ
﹂
説
を
具
現
化
し
た
か
の
よ
う
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
作
品
の
ゴ
ジ
ラ
の
形
象
は
、﹁
Ｇ
Ｍ
Ｋ
ゴ
ジ
ラ
﹂
と
呼
ば
れ
た
り

も
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
ゴ
ジ
ラ
の
形
象
と
は
一
点
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ジ
ラ
の
目
だ
。﹁
Ｇ
Ｍ
Ｋ
ゴ
ジ
ラ
﹂
は
黒
目
部

分
が
省
か
れ
白
目
と
な
っ
て
い
る
。
一
切
の
感
情
移
入
を
拒
否
す

る
と
い
わ
れ
る
﹁
白
目
の
ゴ
ジ
ラ
﹂
は
日
本
人
に
と
っ
て
ひ
た
す

ら
恐
怖
の
存
在
と
な
る
。

天
本
英
世
演
じ
る
伊
佐
山
老
人
は
作
品
の
世
界
観
の
重
要
要
素

で
あ
る
﹃
護
国
聖
獣
伝
奇
﹄
を
し
た
た
め
た
人
物
で
あ
り
、
ゴ
ジ

ラ
来
襲
の
予
言
者
で
も
あ
る
。
予
言
者
と
し
て
の
伊
佐
山
は
、
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
の
社
員
と
し
て
取
材
に
や
っ
て
来
た
新
山
千
春
演
じ
る

主
人
公
立
花
由
里
に
ゴ
ジ
ラ
の
正
体
と
、
ゴ
ジ
ラ
が
な
ぜ
日
本
を

襲
う
の
か
の
理
由
を
語
る
。

伊
佐
山
は
本
栖
署
の
面
会
室
で
語
り
出
す
。﹁
ゴ
ジ
ラ
は
砲
弾
が

当
た
っ
て
も
死
な
ん
。
古
代
の
生
き
残
り
の
恐
竜
に
、
原
水
爆
の
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放
射
能
が
異
常
な
生
命
力
を
与
え
た
と
し
て
も
、
生
物
で
あ
る
な

ら
死
ぬ
は
ず
で
は
な
い
か
。
が
、
や
つ
は
武
器
で
は
殺
せ
ん
。
ゴ

ジ
ラ
は
強
烈
な
残
留
思
念
の
集
合
体
だ
か
ら
だ
。﹂﹁
ゴ
ジ
ラ
に
は
、

太
平
洋
戦
争
で
命
を
散
ら
し
た
数
知
れ
ぬ
人
間
た
ち
の
魂
が
宿
っ

て
い
る
の
だ
。﹂﹁
救
わ
れ
な
い
無
数
の
魂
が
集
合
し
て
ゴ
ジ
ラ
に

宿
っ
た
の
だ
﹂。
伊
佐
山
老
人
は
こ
の
よ
う
に
ゴ
ジ
ラ
の
正
体
に
つ

い
て
語
る
。
こ
の
太
平
洋
戦
争
で
死
ん
だ
も
の
た
ち
の
残
留
思
念

と
い
う
規
定
は
、
ゴ
ジ
ラ
と
は
﹁
英
霊
﹂
で
あ
る
と
い
う
言
説
と

つ
な
が
っ
て
く
る
と
し
た
ほ
う
が
自
然
だ
ろ
う︵
５
︶。

太
平
洋
戦
争
で
死
ん
だ
も
の
た
ち
は
国
を
守
っ
て
死
ん
だ
も
の

た
ち
だ
。
で
は
、
な
ぜ
そ
れ
が
日
本
を
襲
う
の
か
。
劇
中
で
も
宇

崎
竜
童
演
じ
る
立
花
准
将
が
娘
の
立
花
由
里
に
問
い
か
け
る
。
こ

の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
劇
中
で
伊
佐
山
老
人
が
す
で
に
立
花

由
里
に
語
っ
て
い
る
。﹁
人
々
が
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら

だ
﹂﹁
過
去
の
歴
史
に
消
え
て
い
っ
た
多
く
の
人
た
ち
の
叫
び
を
、

そ
の
無
念
を
﹂
と
。

金
子
修
介
監
督
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
﹄
で

は
、
ゴ
ジ
ラ
は
﹁
南
方
﹂
よ
り
来
た
る
。
最
初
に
グ
ァ
ム
島
沖
で

ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
潜
水
艦
を
襲
い
、
小
笠
原
諸
島
﹁
孫
の
手
島
﹂

に
上
陸
、
人
々
を
踏
み
つ
ぶ
す
。
そ
し
て
、
ゴ
ジ
ラ
は
静
岡
県
焼

津
港
に
上
陸
す
る
。
一
九
五
四
年
ビ
キ
ニ
環
礁
の
水
爆
実
験
か
ら

戻
っ
て
き
た
第
五
福
竜
丸
の
港
は
焼
津
港
で
あ
っ
た
。
ゴ
ジ
ラ
は

焼
津
市
街
の
逃
げ
惑
う
群
衆
に
向
け
て
強
烈
な
放
射
熱
線
を
放
ち
、

キ
ノ
コ
雲
を
立
ち
上
ら
せ
る
。
焼
津
港
に
上
陸
し
た
ゴ
ジ
ラ
は
東

へ
と
進
路
を
取
っ
て
移
動
す
る
。
箱
根
大
涌
谷
を
賑
わ
す
観
光
客

を
犠
牲
者
に
し
な
が
ら
、
ゴ
ジ
ラ
に
立
ち
向
か
う
護
国
聖
獣
バ
ラ

ゴ
ン
を
倒
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
東
へ
と
向
か
う
。
ゴ
ジ
ラ
が
目

指
す
の
が
東
京
な
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
作
品
で
は
暗
示
的
に
語

ら
れ
る
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
﹄
で
描
か
れ
た
ゴ
ジ
ラ
と

は
、
ま
さ
に
﹁
南
方
﹂
よ
り
戻
り
し
魂
で
あ
っ
た
。
魂
は
荒
ぶ
る

魂
と
し
て
災
い
を
も
た
ら
す
。
ゴ
ジ
ラ
は
災
い
を
も
た
ら
す
﹁
怨

霊
﹂
と
化
す
。
ゴ
ジ
ラ
は
通
常
兵
器
で
は
殺
せ
な
い
。
殺
す
の
で

は
な
く
、
魂
を
鎮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

さ
て
、
ゴ
ジ
ラ
が
﹁
南
方
﹂
よ
り
来
た
り
し
﹁
英
霊
﹂
で
あ
り
、

あ
る
い
は
﹁
怨
霊
﹂
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
赤
坂
憲
雄
の
議
論

に
再
度
ふ
れ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
赤
坂
が
ゴ
ジ
ラ
す

な
わ
ち
﹁
英
霊
﹂
と
し
た
説
を
提
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。

赤
坂
は
、﹁
母
﹂
な
る
﹁
南
方
﹂
と
﹁
荒
ぶ
る
神
﹂
と
し
て
の

﹁
南
方
﹂
と
い
う
、﹁
南
方
﹂
の
両
義
性
を
提
起
す
る
。
そ
の
際
、

赤
坂
は
長
山
靖
夫
の
論
考
の
次
の
個
所
を
参
照
し
て
い
る
の
で
あ

ら
た
め
て
引
用
し
て
お
こ
う
。
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モ
ス
ラ
は
M
otherの
ア
ナ
グ
ラ
ム
で
あ
る
よ
う
に
、
帰
る
べ

き
母
体
と
し
て
の
南
洋
を
象
徴
し
て
い
る
。
モ
ス
ラ
は
確
か

に
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
︵
幼
児
︶
島
の
神
と
し
て
原
住
民
を
守
り
、

卵
を
産
み
続
け
る
母
な
る
存
在
で
あ
っ
た
。
あ
の
島
は
モ
ス

ラ
の
母
性
原
理
︵
女
性
原
理
で
は
な
い
︶
に
守
ら
れ
た
ユ
ー

ト
ピ
ア
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
そ
の
英
名

︵
Godzilla︶
に
く
っ
き
り
と
﹁
神
︵
God︶﹂
の
名
を
頂
く
ゴ

ジ
ラ
は
ど
う
か
。
ゴ
ジ
ラ
は
男
性
原
理
の
象
徴
、
荒
ぶ
る
神

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
ま
ど
ろ
み
の

ユ
ー
ト
ピ
ア
な
ど
で
は
な
く
、
復
讐
の
劫
火
の
上
に
打
ち
立

て
る
千
年
王
国
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
︵
長
山
靖
夫
二
○
○

二
：
二
六
頁
︶

赤
坂
は
こ
の
長
山
の
﹁
南
方
﹂
論
に
よ
り
な
が
ら
、
長
山
と
同

じ
く
﹁
南
方
﹂
の
両
義
性
を
一
方
で
モ
ス
ラ
に
、
そ
し
て
も
う
一

方
を
ゴ
ジ
ラ
に
当
て
は
め
る
。
一
九
六
四
年
﹃
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄

に
お
い
て
こ
の
﹁
南
方
﹂
の
両
義
性
は
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。﹁
南

方
﹂
よ
り
漂
着
し
た
モ
ス
ラ
の
卵
。
そ
し
て
﹁
南
方
﹂
よ
り
現
れ

し
﹁
荒
ぶ
る
神
﹂
ゴ
ジ
ラ
の
破
壊
。
そ
の
ゴ
ジ
ラ
を
諫
め
鎮
め
よ

う
と
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
か
ら
飛
来
す
る
モ
ス
ラ
。
さ
ら
に
、
物
語

の
最
後
で
二
匹
の
モ
ス
ラ
幼
虫
の
は
き
出
す
糸
に
よ
っ
て
ゴ
ジ
ラ

は
白
く
包
ま
れ
海
に
沈
ん
で
い
く
。
父
性
原
理
の
象
徴
、
荒
ぶ
る

神
で
あ
る
ゴ
ジ
ラ
は
、
母
性
原
理
の
象
徴
、
優
し
く
包
み
込
む
母

で
あ
る
モ
ス
ラ
に
よ
っ
て
、
も
う
一
度
眠
り
に
つ
く
。

﹁
南
方
﹂
よ
り
現
れ
し
ゴ
ジ
ラ
は
、
同
じ
く
﹁
南
方
﹂
よ
り
現
れ

し
モ
ス
ラ
に
よ
っ
て
そ
の
魂
を
鎮
め
ら
れ
る
。﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
と
い
う

形
象
を
も
っ
た
魂
は
も
は
や
日
本
に
襲
来
し
て
も
鎮
め
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。
ゴ
ジ
ラ
と
い
う
怨
霊
は
、
た
だ
た
だ
破
壊
を
行
う
。

そ
れ
を
止
め
る
力
は
、
い
い
か
え
れ
ば
魂
を
鎮
め
る
力
は
人
間
に

は
な
い
。
そ
れ
は
﹁
南
方
﹂
か
ら
来
た
り
し
も
の
の
力
に
よ
っ
て

の
み
鎮
め
ら
れ
る
。
小
林
晋
一
郎
が
一
九
七
四
年
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
に

見
い
だ
し
た
﹁
反
転
し
た
ゴ
ジ
ラ
﹂
は
、
同
時
に
﹁﹁
死
﹂
の
怪

物
﹂
で
あ
っ
た
。﹁
死
﹂
の
怪
物
は
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

鎮
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
鎮
め
る
力
の
持
ち
主
は
お
な

じ
く
﹁
南
方
﹂
よ
り
来
た
り
し
も
の
で
あ
る
。
長
山
の
、
そ
し
て

赤
坂
の
論
考
、
さ
ら
に
金
子
修
介
の
描
き
出
し
た
ゴ
ジ
ラ
と
は

﹁
南
方
﹂
よ
り
来
た
り
し
﹁
荒
ぶ
る
神
﹂﹁
破
壊
の
神
﹂﹁
怨
霊
﹂
で

あ
る
。
で
は
、
ゴ
ジ
ラ
の
反
転
で
あ
る
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
、﹁﹁
死
﹂
の

怪
物
﹂
と
小
林
晋
一
郎
が
表
現
し
た
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
ど
う
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
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四
　
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂

︵
一
︶﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
の

﹁
南
方
﹂

メ
カ
ゴ
ジ
ラ
登
場
五
作
品
に
お
い
て
み
ら
れ
る
﹁
南
方
﹂
要
素

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
こ
う
。

一
九
七
四
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
で
は
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

は
最
初
の
出
現
地
点
こ
そ
富
士
山
付
近
で
は
あ
る
の
だ
が
、
地
球

侵
攻
を
企
む
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
第
三
惑
星
人
の
基
地
は
沖
縄
に
置

か
れ
て
お
り
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
も
そ
の
基
地
で
開
発
さ
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
沖
縄
が
舞
台
と
さ
れ
た
こ
と
に
は
映
画
の

公
開
翌
年
に
行
わ
れ
る
沖
縄
海
洋
博
と
の
関
係
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
を
み
れ
ば
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂
性
は
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
作
品

の
世
界
観
の
要
素
に
沖
縄
の
先
住
民
族
と
し
て
存
在
し
た
と
設
定

さ
れ
た
安
豆
味
王
族
の
伝
承
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂
性
が
か
す
か
な
が
ら
浮
上
し
て
く
る
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
大
辞
典
﹄
の
該
当
項
目
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
れ
ば
、
安

豆
味
王
族
は
か
つ
て
沖
縄
︵
琉
球
︶
の
先
住
民
族
と
し
て
栄
え
て

い
た
の
だ
が
、
ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
キ
ン
グ
シ
ー

サ
ー
と
呼
ば
れ
る
怪
獣
が
出
現
し
安
豆
味
王
族
を
救
っ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
る
。
以
来
、
安
豆
味
王
族
の
末
裔
た
ち
は
キ
ン
グ
シ
ー

サ
ー
を
守
り
神
と
た
た
え
言
い
伝
え
て
き
た
と
い
う
歴
史
だ
︵﹃
ゴ

ジ
ラ
大
辞
典
﹄
二
七
頁
︶。

富
士
山
噴
火
と
と
も
に
出
現
し
た
偽
の
ゴ
ジ
ラ
、
す
な
わ
ち
メ

カ
ゴ
ジ
ラ
。
こ
の
報
を
伝
え
聞
い
た
安
豆
味
王
族
の
末
裔
で
あ
る
、

今
福
正
雄
演
じ
る
国
頭
天
願
老
人
は
呻
く
よ
う
に
つ
ぶ
や
く
。﹁
ゴ

ジ
ラ
よ
。
安
豆
味
王
族
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
ウ
を
、

わ
し
に
か
わ
っ
て
や
っ
つ
け
ろ
。
ゴ
ジ
ラ
よ
﹂。
富
士
山
噴
火
と
と

も
に
出
現
し
首
都
東
京
へ
と
進
撃
す
る
ゴ
ジ
ラ
と
は
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

の
擬
態
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
国
頭
天
願
の
い
う
ゴ
ジ
ラ
と
は

誤
認
さ
れ
た
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
で
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ヤ
マ
ト
と

安
豆
味
王
朝
と
の
歴
史
を
重
ね
た
と
き
、
誤
認
の
瞬
間
メ
カ
ゴ
ジ

ラ
の
擬
態
で
あ
っ
た
は
ず
の
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
に
﹁
南
方
﹂
性
が
付
与

さ
れ
る
。﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
に
ヤ
マ
ト
へ
の
復
讐
者
の
意
味
が
仮
託
さ
れ

る
。
と
は
い
え
、
作
品
で
は
、
御
殿
場
を
通
り
、
ア
ン
ギ
ラ
ス
を

蹴
散
ら
し
、
首
都
圏
へ
進
撃
す
る
や
、
理
由
や
仕
掛
け
は
不
明
な

の
だ
が
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
擬
態
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
の
前
に
突
如
工
場
の
建

物
の
中
か
ら
ゴ
ジ
ラ
が
出
現
し
、
ゴ
ジ
ラ
の
放
つ
放
射
能
炎
に

よ
っ
て
か
ぶ
り
物
が
焼
け
落
ち
擬
態
は
ス
ペ
ー
ス
チ
タ
ニ
ウ
ム
製

の
正
体
を
あ
ら
わ
に
す
る
。



ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
ウ
討
伐
が
託
さ
れ
る
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
は
か
つ
て
ヤ

マ
ト
に
滅
ぼ
さ
れ
よ
う
と
し
た
安
豆
味
王
族
の
怨
霊
で
あ
る
。
だ

が
、
怨
霊
﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
は
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
擬
態
で
あ
り
、
そ
の
機

械
仕
掛
け
の
す
が
た
で
沖
縄
の
地
に
現
れ
る
。
そ
し
て
、
物
語
の

終
盤
、
安
豆
味
一
族
の
守
り
神
で
あ
る
キ
ン
グ
シ
ー
サ
ー
が
復
活

し
、
や
っ
て
き
た
ゴ
ジ
ラ
の
手
に
よ
っ
て
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
首
は
も

ぎ
取
ら
れ
る
。
怨
霊
を
騙
る
も
の
は
そ
の
首
を
も
ぎ
取
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

で
は
、
本
多
猪
四
郎
が
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た
﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の

逆
襲
﹄
の
場
合
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
沖
縄
を
舞
台
に
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
一
九
七
四
年

メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂
性
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
つ
づ
く
一
九

七
五
年
の
﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
に
お
い
て
は
認
め
る
こ
と
は

は
な
は
だ
む
ず
か
し
い
。
前
作
﹃
ゴ
ジ
ラ
対
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
で
の

戦
い
の
果
て
に
破
壊
さ
れ
た
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
機
体
は
沖
縄
の
海
に

沈
ん
で
い
る
。
そ
の
機
体
が
回
収
さ
れ
静
岡
県
天
城
山
の
基
地
に

移
さ
れ
、
そ
こ
で
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
二
号
と
し
て
よ
み
が
え
る
。
こ
こ

に
は
南
方
の
海
に
沈
む
遺
骸
の
再
生
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
読
み
取

る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

の
逆
襲
﹄
に
﹁
南
方
﹂
性
を
読
み
込
む
こ
と
は
や
は
り
あ
ま
り
に

強
引
で
あ
ろ
う
。

︵
二
︶﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
の
﹁
南
方
﹂

一
九
九
三
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
の
作
品
世
界
に

﹁
南
方
﹂
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
の
は
一
見
す
る
と
む
ず
か
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
一
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
﹄

の
物
語
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
Ｖ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
﹂

の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂
性
は
明
ら
か
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
と
き
の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
一
九
九
一
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
の
係
累
だ

か
ら
で
あ
る
。

﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
﹄
は
、
来
訪
し
た
未
来
人
の
タ
イ

ム
ワ
ー
プ
技
術
を
利
用
し
て
ゴ
ジ
ラ
の
存
在
そ
の
も
の
を
歴
史
か

ら
抹
消
し
よ
う
と
し
て
始
ま
る
。
大
森
一
樹
の
脚
本
で
は
、
そ
れ

ま
で
明
示
的
に
は
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ゴ
ジ
ラ
の
前
身
、
す
な

わ
ち
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
以
前
の
古
代
恐
竜
の
生
き
残

り
の
素
性
に
つ
い
て
初
め
て
公
に
語
ら
れ
る
。
ゴ
ジ
ラ
ザ
ウ
ル
ス

と
呼
ば
れ
る
そ
の
恐
竜
は
、
南
海
の
島
ラ
ゴ
ス
島
︵
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
の
ル
オ
ッ
ト
島
と
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
に
挟
ま
れ
た
小
島
。﹃
ゴ
ジ

ラ
大
辞
典
﹄
二
九
八
頁
︶
に
一
九
四
四
年
に
目
撃
さ
れ
た
古
代
生

物
の
生
き
残
り
で
あ
る
。
未
来
人
た
ち
は
第
二
次
大
戦
末
期
の
一

九
四
四
年
、
日
本
軍
の
ラ
ゴ
ス
守
備
隊
と
ア
メ
リ
カ
海
軍
と
の
激

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
ラ
ゴ
ス
島
へ
と
タ
イ
ム
ワ
ー
プ
し
、

一
九
五
四
年
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
水
爆
実
験
の
結
果
ゴ
ジ
ラ
ザ
ウ
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ル
ス
が
ゴ
ジ
ラ
へ
と
変
異
す
る
こ
と
を
回
避
さ
せ
る
た
め
に
、
ラ

ゴ
ス
島
の
ゴ
ジ
ラ
ザ
ウ
ル
ス
を
ベ
ー
リ
ン
グ
海
へ
と
テ
レ
ポ
ー
ト

さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、
水
爆
実
験
時
に
ゴ
ジ
ラ
ザ
ウ
ル
ス
は
島
に

は
お
ら
ず
、
ゴ
ジ
ラ
誕
生
は
﹁
な
か
っ
た
こ
と
﹂
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
未
来
人
た
ち
は
未
来
か
ら
持
っ
て
き
た
愛
玩
動
物

を
ゴ
ジ
ラ
の
代
わ
り
に
島
に
お
い
て
い
き
、
水
爆
実
験
の
洗
礼
を

受
け
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
誕
生
し
た
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
を

使
い
現
代
の
世
界
を
攻
撃
し
、
歴
史
を
変
え
よ
う
と
す
る
。

だ
が
、
北
極
海
に
移
さ
れ
た
ゴ
ジ
ラ
ザ
ウ
ル
ス
は
原
子
力
潜
水

艦
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
影
響
で
ゴ
ジ
ラ
へ
と
変
異
す
る
。
そ

し
て
、
北
海
道
に
上
陸
し
た
ゴ
ジ
ラ
は
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
と
戦
い
こ

れ
を
滅
す
る
。
話
が
か
な
り
込
み
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
い
っ
た

ん
は
ゴ
ジ
ラ
の
手
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
の
遺
体

は
、
未
来
人
の
別
の
組
織
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
、
メ
カ
化
さ
れ
再

び
ゴ
ジ
ラ
の
前
に
メ
カ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
。

そ
し
て
、
東
京
新
宿
都
庁
付
近
で
の
決
戦
を
経
て
、
メ
カ
キ
ン
グ

ギ
ド
ラ
は
ゴ
ジ
ラ
と
と
も
に
太
平
洋
の
海
へ
と
沈
ん
で
い
く
。

長
々
と
説
明
を
加
え
て
き
た
の
だ
が
、﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
メ
カ
ゴ
ジ

ラ
﹄
に
登
場
す
る
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
と
は
、
太
平
洋
に
沈
ん
だ
メ
カ
キ

ン
グ
ギ
ド
ラ
の
残
骸
を
回
収
し
た
日
本
政
府
が
未
来
人
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
研
究
し
利
用
し
て
つ
く
り
出
し
た
対
ゴ
ジ
ラ
兵
器
と

な
っ
て
い
る
。

ゴ
ジ
ラ
と
な
る
べ
き
存
在
は
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
へ
と
す
り
替
わ
っ

た
。
ゴ
ジ
ラ
が
本
来
ま
と
う
は
ず
で
あ
っ
た
﹁
南
方
﹂
と
い
う

﹁
荒
ぶ
る
神
﹂
の
破
壊
の
力
は
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
へ
と
す
り
替
わ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
す
り
替
わ
り
の
さ
ら
な
る
変
異
が
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
と

な
る
。
こ
の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
、﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
の
終

盤
ゴ
ジ
ラ
の
手
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
る
。﹁
南
方
﹂
の
荒

ぶ
る
神
ゴ
ジ
ラ
は
、﹁
北
方
﹂
よ
り
帰
還
し
、
玉
座
を
横
取
り
し
た

キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
を
滅
ぼ
し
、
さ
ら
に
そ
の
末
裔
で
あ
る
メ
カ
ゴ
ジ

ラ
を
滅
ぼ
す
。

だ
が
別
の
解
釈
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
す
り
替
え
に

よ
っ
て
﹁
南
方
﹂
の
荒
ぶ
る
神
を
鎮
め
る
力
、
鎮
魂
の
力
を
授

か
っ
た
と
い
う
解
釈
だ
。
メ
カ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
の
話
ま
で
巻
き
戻

そ
う
。
メ
カ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
は
、
対
ゴ
ジ
ラ
兵
器
で
あ
る
。
そ
し

て
ゴ
ジ
ラ
と
の
激
闘
を
経
て
最
後
に
荒
ぶ
る
ゴ
ジ
ラ
を
捕
獲
し
、

太
平
洋
へ
と
沈
む
。
こ
の
と
き
メ
カ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
は
ゴ
ジ
ラ
と

い
う
﹁
南
方
﹂
を
鎮
め
る
も
の
で
も
あ
る
。
メ
カ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ

の
前
身
は
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
で
あ
り
、
ゴ
ジ
ラ
ザ
ウ
ル
ス
と
す
り
替

わ
る
こ
と
で
﹁
南
方
﹂
で
誕
生
し
た
怪
獣
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ

ば
、﹁
南
方
﹂
性
を
身
に
ま
と
う
は
ず
も
な
か
っ
た
も
の
が
人
間
の

計
略
に
よ
り
人
工
的
に
﹁
南
方
﹂
を
ま
と
っ
た
存
在
と
も
い
う
こ
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と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
メ
カ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
の
末
裔
で

あ
る
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
に
は
人
工
的
な
﹁
南
方
﹂
の
残
滓
が
含
ま
れ
て

い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
し
か

し
、
メ
カ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
に
は
み
と
め
ら
れ
た
﹁
南
方
﹂
の
鎮
め

る
力
を
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
取
り
違
え
る
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
あ
く
ま
で

ゴ
ジ
ラ
に
対
抗
す
る
も
う
一
つ
の
荒
ぶ
る
神
と
し
て
振
る
舞
お
う

と
す
る
。
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
の
よ
う
に
、
そ
し
て
か
つ
て
の
モ
ス
ラ

の
よ
う
に
、
抱
き
か
か
え
ゴ
ジ
ラ
を
海
へ
と
還
す
と
い
う
選
択
は

と
ら
ず
、
ゴ
ジ
ラ
を
物
理
的
に
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
。
メ
カ
ゴ
ジ

ラ
は
こ
の
過
ち
ゆ
え
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ゴ
ジ
ラ
の
放
射
熱
線
に

よ
っ
て
無
残
に
そ
し
て
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
る
。

一
九
六
四
年
の
﹃
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
け
る
モ
ス
ラ
の
よ

う
に
、
二
○
○
三
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
の

よ
う
に
、
メ
カ
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
は
す
り
替
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て

﹁
南
方
﹂
の
鎮
め
る
力
を
ま
と
い
、
そ
の
力
を
持
っ
て
﹁
南
方
﹂
を

鎮
め
る
も
の
へ
と
転
換
す
る
。
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
、
メ
カ
キ
ン
グ
ギ

ド
ラ
の
末
裔
で
あ
る
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
、
ゴ
ジ
ラ
に
敗
れ
、
ゴ
ジ
ラ

は
南
の
海
へ
と
還
っ
て
い
く
。

︵
三
︶﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
﹄
の
﹁
南
方
﹂

二
○
○
二
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
け
る
メ
カ
ゴ
ジ

ラ
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
ゴ
ジ
ラ
の
分
身
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
一
九
五
四
年
に
日
本
に
襲
来
し
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
・
デ
ス
ト
ロ

イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
海
の
底
で
と
か
さ
れ
た
ゴ
ジ
ラ
の
骨
格
、
そ
の

骨
格
と
遺
伝
子
を
利
用
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
生
体
ロ
ボ
ッ
ト
で

あ
る
﹁
３
式
機
龍
﹂
す
な
わ
ち
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
だ
か
ら
だ
。﹁
機
龍
﹂

は
滅
ぼ
さ
れ
た
ゴ
ジ
ラ
の
骨
格
が
金
属
製
の
表
皮
を
被
っ
た
メ

カ
・
ゴ
ジ
ラ
な
の
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
ゴ
ジ
ラ
が
暗
に
纏
っ
て

い
た
﹁
南
方
﹂
性
は
﹁
機
龍
﹂
の
骨
格
と
遺
伝
子
に
お
い
て
保
存

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
品
に
お
い
て
そ
の
こ
と
は
明

示
的
に
は
語
ら
れ
な
い
。﹁
機
龍
﹂
は
対
ゴ
ジ
ラ
兵
器
と
し
て
開
発

さ
れ
、
再
び
来
襲
し
た
ゴ
ジ
ラ
、
じ
つ
は
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
内
部
の
ゴ

ジ
ラ
の
骨
格
に
呼
応
し
て
出
現
し
た
の
だ
が
、
と
戦
う
。

こ
の
と
き
の
﹁
機
龍
﹂
す
な
わ
ち
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
と
ゴ
ジ
ラ
と
の

関
係
は
﹁
父
と
子
﹂
と
い
う
か
た
ち
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
父

の
骨
を
拾
い
に
や
っ
て
き
た
息
子
の
ゴ
ジ
ラ
、
し
か
し
、
父
の
中

に
眠
る
ゴ
ジ
ラ
性
は
一
度
は
息
子
の
叫
び
に
よ
っ
て
覚
醒
す
る
の

だ
が
、
そ
の
後
人
間
の
手
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
抑
圧
さ
れ
る
。
ゴ

ジ
ラ
は
人
類
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
る
。
物
語
の
最
後
、
ゴ
ジ
ラ
と

﹁
機
龍
﹂
と
は
引
き
分
け
、
機
体
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
機

龍
を
残
し
ゴ
ジ
ラ
は
海
へ
と
還
っ
て
い
く
。
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一
九
五
四
年
ゴ
ジ
ラ
の
骨
格
と
い
う
か
た
ち
で
放
り
出
さ
れ
た

﹁
機
龍
﹂
の
﹁
南
方
﹂
性
は
つ
づ
く
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
　
東
京
Ｓ
Ｏ
Ｓ
﹄
に
お
い
て
回
収
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
六
一
年
の
﹃
モ
ス
ラ
﹄
を
前
史
と
し
て

も
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
六
四
年
の
﹃
モ
ス
ラ
対

ゴ
ジ
ラ
﹄
は
﹁
な
か
っ
た
こ
と
﹂
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
物
語
は
﹃
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄
を
な
ぞ
っ
て
い
く
。﹃
モ
ス
ラ

対
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
い
て
、
台
風
の
た
め
に
日
本
の
浜
辺
に
漂
着
し

て
し
ま
っ
た
モ
ス
ラ
の
卵
を
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
に
戻
そ
う
と
小
美

人
が
現
れ
る
。
こ
の
と
き
の
モ
ス
ラ
の
卵
は
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス

ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
け
る
﹁
機
龍
﹂
に
対
応
す
る
。﹃
モ
ス
ラ

対
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
い
て
小
美
人
は
﹁
モ
ス
ラ
の
卵
を
か
え
し
て
く

だ
さ
い
﹂
と
い
い
、﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
い

て
再
び
現
れ
た
小
美
人
は
﹁
ゴ
ジ
ラ
の
骨
を
海
に
返
し
て
く
だ
さ

い
﹂
と
い
う
。
南
方
の
使
者
で
あ
る
小
美
人
は
﹁
南
方
の
も
の
は

南
方
へ
﹂
と
訴
え
る
。
物
語
の
終
盤
、﹃
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄
の
と

き
と
同
じ
よ
う
に
双
子
の
モ
ス
ラ
幼
虫
の
糸
に
ゴ
ジ
ラ
は
絡
め
取

ら
れ
、﹁
機
龍
﹂
が
と
ど
め
を
刺
そ
う
と
し
た
と
き
、﹁
機
龍
﹂
の

な
か
の
初
代
ゴ
ジ
ラ
が
目
覚
め
る
。
そ
し
て
、﹁
機
龍
﹂
す
な
わ
ち

初
代
ゴ
ジ
ラ
は
二
代
目
ゴ
ジ
ラ
を
抱
え
太
平
洋
の
日
本
海
溝
の
奥

深
く
に
そ
の
魂
を
永
遠
に
鎮
め
る
か
の
よ
う
に
沈
ん
で
い
く
。

五
　
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
南
方
か
ら
ゴ
ジ
ラ
の
南
方
へ

五
作
品
の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
か
ら
得
ら
れ
た
﹁
南
方
﹂
要
素
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
流
れ
を
整
理
す
れ
ば
こ
う
な
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
一
九
七
四
年
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
。
こ
の
と
き
の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

は
、﹁
南
方
﹂
の
破
壊
の
神
を
騙
る
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

は
破
壊
の
神
と
誤
認
さ
れ
、
正
体
を
現
し
て
の
ち
南
方
を
破
壊
し

よ
う
と
す
る
破
壊
者
で
あ
っ
た
南
方
を
騙
る
偽
物
は
、
南
方
の
神

で
あ
る
キ
ン
グ
シ
ー
サ
ー
と
ゴ
ジ
ラ
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
破
壊
さ

れ
、
そ
の
首
を
捧
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
に
一
九
九
五
年
メ
カ

ゴ
ジ
ラ
は
、﹁
南
方
﹂
玉
座
を
か
す
め
取
っ
た
偽
者
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
た
だ
の
位
相
的
な
偽
物
で
は
な
く
、﹁
力
﹂
を
も
奪

い
取
っ
た
偽
物
で
あ
っ
た
。
破
壊
の
神
の
力
の
持
ち
主
と
な
る
は

ず
で
あ
っ
た
ゴ
ジ
ラ
ザ
ウ
ル
ス
を
追
放
し
、
す
り
替
わ
る
こ
と
で

そ
の
力
を
奪
い
取
っ
た
﹁
南
方
﹂
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

最
後
に
、
二
○
○
二
年
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
︵
機
龍
︶
は
、
飼
い
馴
ら
さ

れ
た
﹁
南
方
﹂
で
あ
り
、
回
復
す
る
﹁
南
方
﹂
で
あ
っ
た
。
ゴ
ジ

ラ
の
分
身
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
南
方
﹂
の
資
格
者
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
力
を
封
印
さ
れ
、
人
間
に
飼
い
馴
ら
さ
れ
た

﹁
南
方
﹂
で
あ
っ
た
。﹁
南
方
﹂
に
対
抗
し
う
る
の
は
﹁
南
方
﹂
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
が
﹁
南
方
﹂
を
制
御
す
る
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こ
と
は
禁
忌
で
あ
る
。
モ
ス
ラ
と
い
う
﹁
南
方
か
ら
の
呼
び
か
け
﹂

に
よ
っ
て
﹁
南
方
﹂
を
取
り
戻
し
海
へ
と
還
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
作
品
で
設
定
さ
れ
た
ゴ
ジ
ラ
と
メ
カ

ゴ
ジ
ラ
と
の
反
転
的
存
在
関
係
は
、﹁
南
方
﹂
要
素
に
つ
い
て
も
こ

の
よ
う
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
結
論
に

つ
い
て
は
問
題
が
残
る
。
と
い
う
の
も
、
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
脚
本
、

監
督
の
意
思
、
彼
ら
彼
女
ら
に
何
が
作
用
し
た
の
か
、
何
を
参
照

し
た
の
か
が
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
設
定
に
大
き
く
か
か
わ
る
か
ら
だ
。

と
り
わ
け
、
手
塚
昌
宏
監
督
の
製
作
し
た
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ

ラ
﹄﹃
ゴ
ジ
ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
お
い
て
は
﹃
モ
ス

ラ
﹄
を
前
史
と
し
、﹃
モ
ス
ラ
対
ゴ
ジ
ラ
﹄
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
い

う
点
で
確
信
犯
的
に
そ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
う
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
が
ゴ
ジ
ラ

の
反
転
と
し
て
産
み
出
さ
れ
た
以
上
、
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
物
語
も
必

然
的
に
ゴ
ジ
ラ
を
な
ぞ
る
の
だ
と
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
合
わ
せ
鏡
と

し
て
ゴ
ジ
ラ
を
引
き
受
け
る
。
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
ゴ
ジ
ラ
か
ら
逃
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
は
ゴ
ジ
ラ
が
背
負
う

﹁
南
方
﹂
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
の
だ
と
。
だ
か
ら
、
こ
の
結
論
は
い

や
お
う
な
く
ゴ
ジ
ラ
の
﹁
南
方
﹂
へ
の
問
い
と
あ
ら
た
め
て
向
き

合
う
こ
と
を
必
然
と
す
る
。

︻
注
︼

︵
１
︶
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
ゴ
ジ
ラ
が
生
ま
れ
た
と
い
う
描
写
は
、

香
山
滋
の
原
作
段
階
に
は
あ
っ
た
が
、
監
督
の
本
多
猪
四

郎
は
そ
の
部
分
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
し
た
。
本
多
猪
四
郎
二

○
一
○
︵
一
九
九
四
︶

︵
２
︶﹃
海
底
軍
艦
﹄
の
﹁
南
方
﹂
に
つ
い
て
は
、
長
山
靖
夫
二
○

○
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。

︵
３
︶
一
九
七
五
年
﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄
で
い
っ
た
ん
幕
を
閉

じ
た
東
宝
ゴ
ジ
ラ
･シ
リ
ー
ズ
は
、﹁
ゴ
ジ
ラ
﹂
フ
ァ
ン
、

怪
獣
フ
ァ
ン
、
特
撮
映
画
フ
ァ
ン
の
世
界
の
盛
り
上
が
り

を
受
け
て
一
九
八
四
年
に
再
開
さ
れ
る
。
こ
の
一
九
八
四

年
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
の
世
界
観
に
お
い
て
、
一
九
五
四
年
﹃
ゴ

ジ
ラ
﹄
が
直
接
の
前
史
と
さ
れ
、
一
九
五
五
年
の
﹃
ゴ
ジ

ラ
の
逆
襲
﹄
か
ら
一
九
七
五
年
﹃
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
﹄

ま
で
の
歴
史
は
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八

四
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄
に
始
ま
っ
た
ゴ
ジ
ラ
の
新
シ
リ
ー
ズ
は

一
九
九
五
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
デ
ス
ト
ロ
イ
ア
﹄
で
の
ゴ

ジ
ラ
消
滅
︵
劇
中
で
は
、
ゴ
ジ
ラ
の
子
ど
も
が
新
し
い
ゴ

ジ
ラ
と
し
て
再
生
す
る
︶
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
設
定
の
世
界
観

を
も
っ
た
作
品
が
製
作
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
も
う
ひ
と
つ
の

ゴ
ジ
ラ
･サ
ー
ガ
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
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︵
４
︶
一
九
九
九
年
の
﹃
ゴ
ジ
ラ
二
○
○
○
︱
ミ
レ
ニ
ア
ム
︱
﹄
か

ら
、
東
宝
の
富
山
省
吾
の
主
導
の
も
と
、
あ
ら
た
に
ゴ
ジ

ラ
作
品
が
製
作
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
世
界
観
は
一
新
さ
れ
、

一
九
九
九
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
二
○
○
○
﹄、
二
○
○
○
年
﹃
ゴ
ジ

ラ
×
メ
ガ
ギ
ラ
ス
Ｇ
消
滅
作
戦
﹄、
二
○
○
一
年
﹃
ゴ
ジ

ラ
×
モ
ス
ラ
×
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
大
怪
獣
総
攻
撃
﹄、
二
〇
〇

二
年
﹃
ゴ
ジ
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄、
二
〇
〇
三
年
﹃
ゴ
ジ

ラ
×
モ
ス
ラ
×
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
﹄、
二
○
○
四
年
﹃
ゴ
ジ
ラ

FIN
A
L
W
A
RS﹄
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
五
四
年
の
﹃
ゴ
ジ

ラ
﹄
を
前
史
と
す
る
点
で
は
共
通
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
設

定
や
歴
史
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
パ
ラ
レ
ル

ワ
ー
ル
ド
の
関
係
を
な
し
て
い
る
。

︵
５
︶
た
だ
し
、
赤
坂
憲
雄
の
議
論
と
金
子
修
介
﹃
Ｇ
Ｍ
Ｋ
﹄
と
の

間
に
直
接
の
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
が
金
子

修
介
監
督
か
ら
直
接
聞
い
た
か
ぎ
り
で
は
、
監
督
自
身
、

赤
坂
の
論
を
読
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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